


いきいき協働事業から学んだこと 

支援者と保護者に向けた地域での取り組み 

NPO法人こども未来ラボ 

 発達支援教育士 芋生 多恵子（いもう たえこ） 



 
    NPO法人こども未来ラボ 
 
特別支援教育士、早期支援教育士の専門職を持つ理事たちを
中心に会員約３０名で地域の課題を解決するために官民で発
達障がい者支援に取り組んでいる団体です。 
 



その子の「一番の良き理解者」になってもらうためのサポート

ペアレントプログラム、勉強会、シンポジウム、サポートブック

今後ラボが目指すことは

地域の課題解決のためにその思いや志が提供する側とされる側とで行ったり来た
りするのがNPO活動となります

事業

未来塾/業務委託

NPOとは？

NPO

こども未来ラボ

こども支援

家族支援

その子の「今」ではなく、社会の一員として自立/就労を事を考えた「今、これから必要なサポート」

未来塾での学習支援、感覚統合（微細運動）、ソーシャルスキルトレーニング

こども支援

家族支援

助成金 会費/寄付



家族支援を地域で！ 

• 周りの子どもたちと比べて上手くいっていない我が
子を見て困っているのは親なのかもしれません→そ

の子なりのステップをわかって環境を調整していけ
ば、その子の育ちを支え、自立へつなげることがで
きます。 

ペアレントプログラム（行動で見て、行動で考える） 

ペアレントメンター（共感性の高さ、子育てを先に経
験した先輩として先の見通しをポジティブに伝えるこ
とができる） 

 



発達障がいを持つ子を持つ親の気持ち 

 

• いくら叱っても同じことを繰り返す、、、 

• どうすれば伝わるの？ 

• だらしがなくて嫌になる、いくら言ってもなおらない 

• 他の子はいろいろとできるのにうちの子はどうしたら
できるようになるの？ 

 

気が付くと怒っている自分→自己嫌悪→こんな自分を変えたい！ 



母の障害受容～段階説とは異なる受容の形について 

何で私の子に？ 個性であって障がいではない！ 将来はどうなるの？ 

似た子どもを持つ親と知り合いになり、仲間ができ、さまざ
まな活動を通じて子どもを支える覚悟を持ち前向きに子育
てを引き受けられるようになる 
 

発達障がいの受容は「障
害」としての不明確さから
来る不安定な時期が長く続
くことが多い（うつ的状態に
陥りやすい） 

Point! 

行動面での問題が目立つ→思い切って医療機関へ→いきなり診断名→ショック+ほっとする 



障がい者支援課との協働事業の魅力 

 

• 障がい者支援課の持つ「連携力、広報力」と
こども未来ラボが持つ「地域密着型の経験、
人脈、お母さんたちからの情報」を融合し、発
達障がいの特性を理解できずに子育てに悩
むお母さんたちや支援者の方たちにペアレン
トプログラムの手法を学ぶ講座を企画/運営
することになりました。 



こども未来ラボ

東京都の政策と地域の課題が合致している

①　「地域の課題」に気付き、行政との隙間を埋める活動であることを認識している事

②　課題解決の方法を提案できる事

③　行政側と団体とはお互いに尊重し合える関係である事

④　団体は課題に関しては経験値、専門性が高い事

NPO法人

　　　NPO法人こども未来ラボ

小平市との協働事業の捉え方

団体 団体

既に地域の課題に問い組んでいる市民の声を届ける

協働から広がる 「One for all, all for one」

小平市

東京都の政策がまだ決まっていない課題

小平市

ケース① ケース②



なぜ、今、ペアレントプログラムが    必
地域で必要なのでしょう？ 

育て難さを抱えるお母さんたち、支援者たちに対し
て、その子の持つ「困り感」はその子の「性格/親の
躾」ではなく、「特性」からであり、その対応がとても
重要である事を知ってもらうため。 

 

発達障がいを持つこどもの健やかな成長はその子
本人や家族の責任ではなく、社会全体の責任と捉
え、個を尊重し、環境を調整することでその子らしく
生き、自立してもらう事の大切さを知ってもらうため。 







H２９年度 小平市ペアレントプログラム概要 



小平市で行ったペアレントプログラムの特徴 



アンケート結果 保護者 

 困った行動を繰り返す我が子の対応の視点はやや変わった  63％ 

 講座で得た手法を実際にこどもに実践してみてやや難しかっ
た 

 63％ 

 こどもの困った行動に対してやや上手になった  69％ 

 こどもの行動上でのほめる回数が増えた  81％ 

 こどもの行動上での変化をやや感じている  69％ 

 こどもとのコミュニケーションや指示が入りやすくなったと思う  69％ 

 こどもの困った行動はやや減ったと思う  50％ 

 ペアレントプログラムは実践してみて有効だと思う  88％ 



ペアレントプログラムに参加したお母さん
からのメッセージ① 

 

• 経験のシェアが出来て、とても役に立ちました。自分
の気持ちを穏やかにしてこどもに接することの大切
さを知りました。 

• いろいろな事例を聞く事が出来てとても参考になり
ました。 

• 自分だけでは気付かない成功例、失敗例が聞けて、
悩みを共有出来て気持ちが少し楽になりました。 

 



ペアレントプログラムに参加した   
お母さんからのメッセージ② 

 

• 今まで子育てを習ったわけでもなく、子どものやる事
は自分の評価で、世間体ばかり気にしていた自分が
息子の不登校のお陰で見方を変えるチャンスをもらっ
たように思いました。 

 

• こどもを叱ったり、注意することはすぐには減らないけ
れど少しは冷静に対応ができるようになったとおもい
ます。「最後までお母さんの話を聞いてくれてありがと
う」と話が終えられるようになり、親子関係が良好であ
る事の大切さを知りました。 



ペアレントプログラムの行動療法を知った結果 

その人の周りにはその人の強烈な個性、バランスの
悪さを受け止めてくれる家族や仲間たちが増える。     

  → スムーズな自立へ 

 

親や周りの人たちは自分の思い通りに育てるのでは
なくその子のありようで育てる：横並び的な考え（みん
なちゃんとやれているでしょう！どうしてあなたは出来
ないの！）  

  → その子の自尊感情を傷つけることの減少に 

     つながる 



アンケート結果 支援者 

 ２０歳代50％ ３０歳代13％ ４０歳代13％ ５０歳代21％ 

 ６回連続講座の参加率 ５回45％ 全回45％   

 ペアプロが取り上げる内容は支援者として満足のいくものでしたか？  90％ 

 ペアプロが取り上げる内容は保護者のサポートとして満足のいくもの
でしたか？ 

 90％ 

 ペアプロが取り上げる内容は子どもたちのサポートとして役に立つも
のでしたか？ 

 96％ 

 実施会場について とても満足  95％ 

 日程、時間帯について とても満足、満足合わせて  75％ 

 回数について 満足  83％ 



ペアレントプログラムに参加した支援
者からのメッセージ① 

 

• 保護者の方たちの悩み事を実際に聞く事で
真剣さや前向きさが伝わってきた。 

• 支援者側の勉強不足は否めないが保護者に
無理なく伝えられる方法をこのプログラムで
学んだ。 

• 気持ちに余裕が少し出て、子どもたちと共に
頑張りたい！とうい気持ちになった。 



ペアレントプログラムに参加した支援
者からのメッセージ② 

 

• 違う園や保護者同士の話し合う機会は「同じ」
という共感で安心し、心強く感じた。 

• 失敗があってもそれは当たり前、前向きなプ
ログラムなので取り入れたいと思った。 

• 全職員に広げていかなければならないプログ
ラムと感じた。 

• 保護者の大変さを良く知る機会となった～休
みもない、代わりの人もいないのですから 

 



ペアレントプログラム実施 After 



今後のペアレントプログラムが目指すもの  
（今回の結果を踏まえ） 



「みんなちがっているけど おなじテストをしよう！ 
さあ、あの木に登ってごらん！」 
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